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［
目
的
・
研
究
方
法
］
戦
後
、
日
本
民
族
衛
生
学
会
は
そ
の

研
究
課
題
や
学
会
名
、
機
関
雑
誌
名
に
関
し
て
長
い
論
争
を
繰

り
返
し
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
の
経
過
と
特
徴
を
分
析
し
た
の

で
報
告
す
る
。
方
法
は
同
学
会
の
機
関
雑
誌
「
民
族
衛
生
」
の

論
文
、
討
論
記
事
等
の
分
析
を
中
心
と
し
た
。

［
結
果
］
学
会
の
戦
後
論
争
の
観
点
を
要
約
す
る
と
、
①
、
②

の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。

①
学
会
の
「
研
究
課
題
」
を
巡
っ
て
。

＊
戦
前
の
学
会
の
主
要
な
課
題
は
「
人
種
衛
生
、
す
な
わ
ち

優
生
運
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
」
（
福
田
邦
三
、
民
族
衛
生
二
四

巻
一
号
）
で
あ
っ
た
。

48

十
五
年
戦
争
と
日
本
民
族
衛
生
学
会

（
協
会
）
（
そ
の
三
）

Ｉ
学
会
名
等
を
め
ぐ
る
戦
後
の
論
争
Ｉ

莇
昭
三

社
団
法
人
石
川
勤
労
者
医
療
協
会

城
北
病
院

＊
終
戦
直
後
に
強
調
さ
れ
た
学
会
の
目
標
は
「
無
謀
の
戦
い
、

：
二
三
軍
閥
の
野
望
に
よ
り
て
累
を
世
界
に
及
ぼ
し
、
：
優
生

問
題
の
研
究
と
普
及
に
或
は
断
種
法
制
定
の
促
進
に
、
：
我
が

協
会
の
任
務
の
愈
々
重
大
且
つ
大
な
る
も
の
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
：
」
（
永
井
潜
、
一
九
四
六
年
）
と
、
依
然
と
し
て
戦
前
の

学
会
の
目
標
を
提
示
し
て
い
た
。

＊
そ
の
後
の
目
標
転
換
。
理
事
長
（
当
時
）
福
田
邦
三
は

「
民
族
衛
生
と
い
う
言
葉
を
定
義
し
な
お
し
て
日
本
民
族
の
特
殊

事
情
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
衛
生
と
い
う
意
味
：
を
理
事
会
に
提

案
、
了
承
を
得
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
民
族
衛
生
」
二
四
巻
一

号
、
一
九
五
八
年
）
。
そ
の
後
第
二
四
回
総
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
民
族
衛
生
の
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
の
展
望
」
が
開
催
さ
れ

た
。

＊
一
九
九
一
年
、
「
施
設
や
雑
誌
の
名
称
が
時
代
の
文
脈
か
ら

は
ず
れ
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
誤
解
を
ま
ね
く
恐
れ
が
あ
る
」
と

し
て
田
中
平
三
は
学
会
名
を
「
日
本
人
類
生
態
学
会
」
と
改
名

提
言
、
一
方
「
民
族
衛
生
の
名
称
を
支
持
す
る
」
（
豊
川
祐
之
）

と
い
う
反
論
も
発
言
さ
れ
、
一
九
九
二
年
五
七
回
総
会
、
五
八

回
、
五
九
回
と
連
続
し
て
研
究
課
題
と
学
会
名
を
め
ぐ
る
「
学
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術
サ
ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
必
ず
し
も
合
意
点
を
確

認
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

②
学
会
名
、
機
関
雑
誌
名
の
変
更
論
議
を
巡
っ
て

＊
学
会
発
足
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
は
、
日
本
民
族
衛
生
学

会
は
「
日
本
民
族
衛
生
協
会
」
の
学
術
部
で
あ
り
、
英
文
名
は

規
定
し
て
い
な
い
。

＊
一
九
五
八
年
、
学
会
が
「
協
会
」
か
ら
分
離
し
、
日
本
民

族
衛
生
学
会
と
し
て
独
立
、
「
民
族
衛
生
」
誌
も
学
会
の
機
関
誌

と
な
っ
た
。
学
会
の
分
離
を
機
会
に
、
一
九
五
八
年
二
三
回
総

会
か
ら
学
会
名
の
英
文
名
が
決
め
ら
れ
（
ご
呂
目
３
①
曽
臼
①
ご

旦
厨
８
困
肩
話
扁
」
）
、
「
民
族
衛
生
」
誌
は
第
二
四
巻
第
一
号

よ
り
司
胃
の
函
眉
房
邑
巴
と
呼
称
さ
れ
た
。

＊
そ
の
後
、
「
霞
の
①
」
と
い
う
文
言
に
関
連
し
て
多
く
か
ら

異
見
が
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
事
情
を
「
：
例
の
ナ
チ
が
使
っ
た

詞
四
閉
ｇ
冨
四
①
ロ
⑦
と
い
う
言
葉
の
い
ろ
い
ろ
な
意
味
の
マ
イ
ナ

ス
面
を
将
来
の
た
め
も
う
一
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
」

（
福
田
邦
三
）
と
さ
れ
、
論
議
の
末
に
学
会
名
は
従
来
ど
お
り
の

ご
呂
自
①
印
①
ｇ
ｎ
房
ご
皀
爵
の
⑦
函
厨
房
邑
巴
、
「
民
族
衛
生
」
誌

は
改
名
さ
れ
て
「
函
匡
日
自
画
８
さ
喝
四
目
爵
、
①
国
槁
耐
。
①
」

（
第
三
十
巻
第
一
号
、
一
九
六
四
年
一
月
）
と
な
っ
た
。

＊
そ
の
後
も
学
会
の
研
究
課
題
と
も
関
連
し
て
「
民
族
衛
生
」

論
が
論
議
さ
れ
、
一
九
八
二
年
第
四
七
回
総
会
で
日
本
民
族
衛

生
学
会
の
英
文
名
を
「
弓
馬
盲
冒
己
①
の
①
曾
凰
の
ご
呉
国
８
弓

、
且
国
匡
日
四
二
闇
○
一
○
晒
邑
、
「
民
族
衛
生
」
誌
は
「
弓
胃

苛
冒
。
①
、
①
］
◎
匡
口
邑
負
国
８
－
号
四
目
国
匡
白
目
胃
○
一
侭
邑
と
再

改
定
さ
れ
た
。
石
河
利
寛
は
「
福
田
邦
三
先
生
は
・
・
国
家
政
策

と
結
び
付
き
や
す
い
優
生
学
的
な
考
え
方
を
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
（
民
族
衛
生
、
四
八
巻
五
号
）
。

［
結
論
］
「
日
本
民
族
衛
生
学
会
」
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

「
民
族
衛
生
」
と
い
う
文
言
を
巡
り
過
去
の
学
会
活
動
、
現
在
の

学
会
活
動
、
そ
し
て
将
来
の
課
題
を
巡
っ
て
、
時
々
に
絶
え
ず

論
議
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
十
五
年
戦
争
中
に
日

本
の
「
優
生
運
動
」
推
進
を
掲
げ
て
誕
生
し
た
「
学
会
」
の
影

が
、
戦
後
正
確
に
総
括
さ
れ
な
い
ま
ま
約
七
十
年
を
経
過
し
た

こ
と
が
、
今
も
「
学
会
」
の
運
営
に
投
影
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
時
々
の
論
争
も
「
十

五
年
戦
争
は
何
で
あ
っ
た
か
？
」
を
医
学
会
と
し
て
論
議
し
て

き
た
数
少
な
い
学
会
の
一
つ
で
あ
る
と
も
い
え
る
。


